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海幕総第１７１３号 

５６．  ４．  ７ 
一部変更  海幕総第３２６６号（５６．  ７． １５） 

 海幕総第３９４９号（５６．  ９．  １） 

海幕総第４８１７号（５６． １０． ３１） 

 海幕総第１２０７号（５７．  ３． ２７） 

海幕総第２１８１号（５７．  ６． １０） 

 海幕総第３３３８号（５７．  ８． １７） 

海幕総第３９３９号（５７． １０．  １） 

 海幕総第 ３２９号（５８．  １． ２８） 

海幕総第１２６５号（５８．  ３． ３０） 

 海幕総第２７２２号（５８．  ７．  １） 

海幕総第１６１７号（５９．  ４． １１） 

 海幕総第２８５９号（５９．  ６． ３０） 

海幕総第１３８０号（６１．  ３． １９） 

 海幕総第１５２６号（６２．  ３． ２５） 

海幕総第３３８７号（６２．  ７．  １） 

 海幕総第５８０２号（６２． １１． ２７） 

海幕総第１７６６号（６３．  ４．  ８） 

 海幕総第１８１４号（６３．  ４．  ８） 

海幕総務第２６４０号（ １．  ５． ２９） 

 海幕総務第２９５３号（ ２．  ６．  ８） 

海幕総務第４５３７号（ ２．  ９． １０） 

 海幕総務第１４４９号（ ３．  ３． ２９） 

海幕総務第１７６６号（ ３．  ４． １２） 

 海幕総務第４６５０号（ ３． １０．  ４） 

海幕総務第 ６４４号（ ４．  ２． １２） 

 海幕総務第１８６２号（ ４．  ４． １０） 

海幕総務第１３７２号（ ５．  ３． ２２） 

 海幕総務第１６２５号（ ５．  ４．  １） 

海幕総務第２８７６号（ ６．  ６． ２４） 

 海幕総務第１３６５号（ ７．  ３． ２９） 

海幕総務第２８８１号（ ７．  ６． ３０） 

 海幕総務第 ２１６号（ ９．  １． ２０） 

海幕総務第１３４４号（ ９．  ３． ２４） 

 海幕総務第５７０３号（１０． １２．  ８） 

海幕総務第１０５９号（１２．  ３．  ３） 

 海幕総務第２１８６号（１２．  ４． ２７） 

海幕総務第  ２９号（１３．  １．  ６） 

 海幕総務第１３１９号（１３．  ３．  ２） 

海幕総務第１７７１号（１３．  ３． ２２） 

 海幕総務第３８４７号（１３．  ６． ２６） 

海幕総務第４４８３号（１３．  ７． ３０） 

 海幕総務第１１５６号（１４．  ３．  ４） 

海幕総務第１５４３号（１４．  ３． ２０） 

 海幕総務第１６０１号（１５．  ３． ２０） 

海幕総務第１１９９号（１７．  ２． ２８） 

 海幕総第１９５６号（１８．  ３． ２７） 

海幕総第２３０３号（１８．  ４．  ３） 

 海幕総第４７４８号（１８．  ７． ２５） 

海幕総第１６７６号（１９．  ３．  ７） 

 海幕総第５８００号（１９．  ８． ２０） 

海幕総第２２０７号（２０．  ３． ２５） 

 海幕総第６２１８号（２１．  ７． ３１） 

海幕総第２４９０号（２２．  ３． ２４） 

 海幕総第２４７１号（２４．  ３． １６） 



２ 
海幕総第４８２９号（２５．  ５． ２４） 

 海幕総第１２９０号（２７． １０．  １） 

海幕総第１６０８号（２７． １１． ３０） 

 海幕防第 ４６９号（２９． １１．  １） 

海幕総第 ４３７号（３０．  ３． １５） 

 海幕総第１１４６号（令和２年 ９月３０日） 

海幕総第 ２６８号（令和４年 ２月２８日） 

海幕総第 ３４９号（令和４年 ３月１７日） 

海幕総第 ４６５号（令和４年 ４月 １日） 

海幕総第 １２５号（令和５年 １月３１日） 

海幕総第 ４３８号（令和５年 ３月３１日） 

海幕総第 ３１１号（令和６年 ３月 ７日） 

海幕総第 ３６９号（令和６年 ３月１９日） 
 

各 部 隊 の 長 

各 機 関 の 長 

 

海 上 幕 僚 長 

 

命令等及び通達類の宛先及び写送付先等の記載順序について（通達） 

 

標記について、別表のとおり定める。 

なお、海幕総第２５５号（３２．５．２３）は廃止する。 

  

殿 
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別 表 

内部部局 

施設等機関（防大、防医大、防研の順） 

各幕僚監部（統幕、陸幕、空幕の順） 

統合幕僚学校 

陸上自衛隊の部隊及び機関（体育校、中病、陸上幕僚長の監督を受ける自衛隊地

区病院及び地本を含む。） 

航空自衛隊の部隊及び機関（航空幕僚長の監督を受ける自衛隊地区病院を含む。） 

共同の部隊（自情保、自サ防隊、派遣海賊対処行動航空隊及び派遣海賊対処行動

支援隊を含む。） 

情報本部 

防衛監察本部 

地方防衛局 

防衛装備庁 

海上幕僚監部 

各部隊の長 

各機関（海上幕僚長の監督を受ける自衛隊地区病院を含む。）の長 

自衛艦隊司令官 

護衛艦隊司令官 

航空集団司令官 

潜水艦隊司令官 

掃海隊群司令 

各地方総監（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

教育航空集団司令官 

練習艦隊司令官 

システム通信隊群司令 

海上自衛隊警務隊司令 

海上自衛隊潜水医学実験隊司令 

東京音楽隊長 

海上自衛隊東京業務隊司令 

海上自衛隊各学校長（幹校、候校、１術校、２術校、３術校、４術校の順） 

海上自衛隊補給本部長 

海上自衛隊艦船補給処長 

海上自衛隊航空補給処長 

海上自衛隊航空補給処下総支処長 



４ 

自衛隊横須賀病院長 

自衛隊呉病院長 

各護衛隊群司令（番号の順） 

海上訓練指導隊群司令 

各航空群司令（番号の順） 

各潜水隊群司令（番号の順） 

艦隊情報群司令 

海洋業務・対潜支援群司令 

開発隊群司令 

各教育航空群司令（下総、徳島、小月の順） 

作戦情報隊司令 

電磁情報隊司令 

海上システム開発隊司令 

技術評価開発隊司令 

航空プログラム開発隊司令 

各護衛隊司令（番号の順） 

各海上訓練指導隊司令（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

水上戦術開発指導隊司令 

各潜水隊司令（番号の順） 

各掃海隊司令（番号の順） 

特別警備隊長 

第１海上補給隊司令 

第１海上訓練支援隊司令 

第１海洋観測隊司令 

第１音響測定隊司令 

第１練習隊司令 

潜水艦教育訓練隊司令 

各潜水艦基地隊司令（横須賀、呉の順） 

第１輸送隊司令 

水陸両用戦・機雷戦戦術支援隊司令 

各基地隊司令（阪神、下関、沖縄、函館の順） 

各教育隊司令（横須賀、呉、佐世保、舞鶴の順） 

各警備隊司令（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

各防備隊司令（対馬、余市の順） 

各ミサイル艇隊司令（番号の順） 



５ 

各弾薬整備補給所長（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

各造修補給所長（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

各基地業務隊司令（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

各衛生隊司令（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

各音楽隊長（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

父島基地分遣隊長 

稚内基地分遣隊長 

各システム通信隊司令（中央、横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

第１航空修理隊司令 

移動通信隊司令 

保全監査隊司令 

対潜資料隊司令 

対潜評価隊司令 

各海洋観測所長（沖縄、下北の順） 

鹿児島音響測定所長 

各システム通信分遣隊長（厚木、下総、館山、岩国、大村、鹿屋、那覇、八戸の

順） 

船越保全監査分遣隊長 

航空管制隊司令 

機動施設隊司令 

各航空隊司令（番号の順） 

各教育航空隊司令（番号、小月の順） 

各整備補給隊司令（番号の順） 

標的機整備隊司令 

各航空基地隊司令（鹿屋、八戸、厚木、硫黄島、那覇、館山、大村、岩国、下総、

徳島、小月の順） 

各艦長（船舶の種別、番号の順） 

各艇長（船舶の種別、番号の順） 

各地方警務隊長（横須賀、呉、佐世保、舞鶴、大湊の順） 

佐世保水上戦術開発指導分遣隊長 

横須賀潜水艦教育訓練分遣隊長 

呉水陸両用戦・機雷戦戦術支援分遣隊長 

各警務分遣隊長（東京、那覇の順） 

各基地分遣隊長（由良、佐伯、奄美、新潟の順） 

船越基地業務分遣隊長 



６」 

硫黄島航空分遣隊長 

仮屋磁気測定所長 

各警備所長（壱岐、上対馬、下対馬、松前、竜飛の順） 

南鳥島航空派遣隊長 

第１音響測定隊各クルー長（番号の順） 

注：この表の順序によった場合、海上自衛隊の編成等に関する訓令（昭和４２

年海上自衛隊訓令第１号）上の順序と逆転して不具合があるときは、同訓令

上の順序によることができる。 

 


